
第１部

瀬戸内寂聴文学の
未来を考えるシンポジウム

11月26日 14時～15時40分
四国大学交流プラザ5階フォーラムホール

土

80名（先着）

四国大学 学部運営支援課へ、メールにてお申し込みください。

2022年11月18日（金）17時〆切

基調講演

●第一回瀬戸内寂聴青春エッセイコンクール受賞作の発表・審査員講評

14時～14時40分

「寂聴と徳島」～寂聴文学を未来へ～
竹内　紀子　氏
（徳島県立文学書道館学芸員）

2021年11月に逝去した徳島県の文芸文化を代表する瀬戸内寂聴氏の文学的営為を
未来に向けて顕彰し、同時に今後の研究の道筋について考えるシンポジウムを、
四国大学学際融合研究所言語文化研究部門と新あわ学研究部門が共同で開催します。

（徳島市寺島本町西2丁目35-8、ホテルグランドパレス徳島の正面）
※会場に駐車場はありませんので、お越しの際は公共交通機関をご利用ください。

※メールには、件名に「11/26シンポジウム」、
　本文に「氏名、連絡先（電話番号）、勤務先 等」をご記入ください。

gakusaiyugo@shikoku-u.ac.jp

●柏木氏のお話の後、会場からの質疑も交えて、
　竹内紀子氏とトークセッションをしていただきます。

第2部
トークセッション 14時50分～15時40分

「瀬戸内寂聴　人と文学」
柏木　康浩　氏
（徳島新聞社　生活文化部記者）

主催：四国大学学際融合研究所言語文化研究部門・新あわ学研究部門


